
４８年の道のり・多彩なイベント

最初の最大イベント　設立された1977年6月
の半年後、12月19日に行われた第1回授与式
の模様（写真上段と中段）

5年後の1982年4月に財団法人認可、意義深
い祝賀行事（写真下段二枚）

写　真

設立10周年（写真上段二枚）、15周年（中段上
の左）、20周年（中段上の右）、40周年（下段）
を記念したイベント会場

設立者金萬有初代理事長最後の授与式（2005
年5月21日、中段下の右）



財団法人認可30周年記念シンポと懇親会
（2012年4月7日、上段と中段の上）

文科省の「教育・文化週間」の関連行事として
企画されたイベント（写真中段の下は「再生医
療の今」講演会2013年11月6日、下段左は「高
齢者の健康とQOLを考える」シンポ2012年
11月1日、下段右は中・高・大生と教育関係者、
保護者のための講演会2014年11月10日）

■ 受賞者の研究成果を発信し続けた会誌

■ 毎年各種イベントで交流

会誌第1号と財団認可直後の第5号、移行直後リニューアルした会誌36号、直近の会誌（上段左から）

財団認可30周年記念シンポ（2012年4月7日） 関東受賞者の集い（2015年4月10日） YKS関東定例勉強会（2020年2月23日） オンラインで開催したYKS全国勉強会2020
（2020年11月7日）

■ 若手勉強会を支援

受賞者の講演会（2014年11月10日）

関西在住受賞者の集い（2017年12月17日）

関西若手勉強会（2019年6月1日）

元受賞者および若手研究者による意見交換会in博多
（2019年3月15日）
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関東受賞者の集い（2015年4月10日、
上段の二枚）

関西在住受賞者の集い（2017年12月
17日、中段の上）

元受賞者および若手研究者による意見
交換会in博多（2019年3月15日、中段
の下）

研究職の役員・関係者の懇談会出席者
たち（2023年9月2日、下段の左）

介護老人保健施設「むくげのいえ」でボ
ランティアを行った名誉理事と有志た
ち（2014年4月19日、下段の右）
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研究者たちに夢を託して
本財団前理事長の邉玉培女史は、2022 年 3 月 4 日
老衰のため永眠なさいました。享年 97 歳。
葬儀は家族葬にて執り行われました。
心からご冥福をお祈りいたします。

邉玉培女史は、金萬有先生の良きパートナーと
して志を共有し、生涯を通して先生の医療と科学
振興の事業を支え、大輪の花を咲かせて来られま
した。

今もその人生行路の節目節目を振り返ると、熱
い思いが伝わってきます。

貧しい医学生と10代で結婚し、あの過酷な戦時
中から今日までの激動の時代の荒波を乗り越えて
くる中で、女史が耐え忍んできた苦労は如何ばか
りかと拝察いたします。

1942年、人は誰もが常に最高最良の医療をうけ
る権利がある、との信条で開業医となり往診に駆
けずり回る萬有先生を後押しし、その後も一貫し
て先生の医業を共に運営し、実に貴重な足跡を残
してこられました。

東京都災害拠点病院の西新井病院をはじめ関連
医療機関には、医療法人社団成和会の役員として、
その維持発展のため昼夜を問わず心血を注いでこ
られた女史の息吹が厚くしみ込んでいます。

金萬有先生がご他界なさった後、幾多の困難が
ありましたが、積年の課題であった本院の新築移
転などを成し遂げ、さらにコロナ感染対策で実績
をあげ広く社会に貢献していることを、きっと大
変誇りに思っておられたと確信しています。

邉女史は、来年創設70周年を迎える西新井病院
の前途を、この上ない希望と愛着心をもって見守
ってらっしゃる事でしょう。

学費がなくて研究生活に困っている在日コリア
ン研究者の状況を知らされては、萬有先生ともど
も科学振興事業にも取り組み、精一杯の支援をし

て来られました。
萬有先生から引き継いで、二代目の理事長とし

て金萬有科学振興会（現在の成和記念財団）を運
営し、経済的に困難な時であっても変わりなく助
成事業をすすめられた邉女史。

この財団は、設立から45年の道のりで448件の研
究助成を採用した実績をもっています。

まさに西新井病院創立理念の「人間愛」、さらに
成和記念財団目的の「人類の福祉と幸福に寄与す
ること」に込められた気高い志は、生涯苦楽を共
にしてきた萬有先生と邉女史のパートナーにとっ
て、不変の信念と言えます。

その志、いつまでも忘れられません。
次世代がそれを受け継ぎ、医療と科学振興事業

をいっそう発展させてくれることを願っています。
私は、一方ならぬご厚情をいただきました。
ここに深く感謝申し上げます。

梁　守政
株式会社ヤナガワ 会長　成和記念財団 元理事

高等女学校卒業の前に金萬有先生と結婚、その
後、東京医大（当時の東京医学専門学校）に入学
しておりました萬有先生とのアパート生活から、
何時も萬有先生の傍についている二人三脚の生活
がはじまった、と邉玉培奥様は話しておりました。 

戦時中に泪橋で開業し、昼と夜の区別なく働く
萬有先生でしたが、当時、近所の川に死体があが
ることがあり、それらの検視の依頼は断わること
なく応じていたので警察から大変感謝され頼りに
されていたとの話が思い出されます。当時は不衛
生な時代であったので、往診後は必ず着ていた衣
類にのみがついているかを点検して部屋に入った
ことを懐かしく振り返っておられました。

とりわけ、昭和20年3月10日の東京大空襲で医
院が焼け出され、火災の炭で黒くなった姿で、診
察カバンを載せた自転車を引いて往診から戻った
萬有先生ともども、手伝っていた方のお世話で泪
橋から西新井までの大変な道のりを歩き続けたあ
の日。奥様は幼い長男をともなって、しかも臨月
が間近の身で大変な苦難を耐え抜かれました。

西新井に金本医院を開業後、当時田舎で医療過
疎地域であったこの地で往診の依頼があればいつ
も応じ、雪の日も雨の日も灼熱の真夏の日も自転
車で駆けずり回る萬有先生が自宅に帰るまでは、
とても心配で落ち着かなかった奥様でした。

ある日、往診先で頂いたメチルアルコールによ
る中毒を起こし、いつもは早く起きてくる萬有先
生が歩行のできない状態に陥っていたことがあり
ました。奥様は今までの知識から往診先でいただ
いたメチルアルコールによる状態と判断し、利尿

が大事と考え、治療のためメロンなど利尿にいい
食べ物の収集に苦労し、回復した時の感激など沢
山のお話しが思い出されます。

私が医学部卒業後、三井記念病院でインターン
を行っていたので、生活費のために西新井病院に
お世話になったのが昭和39年4月からで、当直や土
日に内科、外科のお手伝いをしておりました。

夜は奥様から自宅に招待され朝鮮料理、ビール
などの食事を振舞われインターン時代のお腹を満
たしていただきました。食事は萬有先生、奥様、
私の三人での会食が常で、萬有先生は過去の朝鮮
での事、病院の事、過去の医師会の事など夜遅く
までお話しが続き、その間に奥様は食事を時々追
加して下さいました。また、わたくしが大学に就
職後、週末西新井病院にお手伝いするようになっ
ても夕食に招待していただきました。時には千葉
の別荘に招待され、沢山の美味しい海産物の食事
を振る舞われました。千葉へは週末に奥様が運転
し、萬有先生はお酒を飲みながら運転の指示を出
し、前の車の追い抜きを指示していたと話してお
りました。

萬有先生がお亡くなり、奥様が腎不全で入院す
るようになり会食の機会がありませんでしたが、
病院に入院中、近所の武蔵屋に車イスで来られ、
うな重で会食したのが楽しい思い出です。 

3月4日お別れの日に奥様の安らかなお顔を拝見
し、50年以上にわたる奥様のご厚情に感謝申し上
げました。

鈴木　慶二 
成和記念財団 常務理事　西新井病院 名誉院長

忘れられない、その志 50年以上にわたるご厚情に感謝




